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取 組 事 例 名 『本郷中校区クリーン活動』 

取 組 の ね ら い『キーワード 地域に出る』 

・自分が住んでいる地域の人に気持ちのよい挨拶をし，ゴミ拾いや掃除をすることで，地域の一員であ

ることを再確認する。 

・ゴミ拾いや掃除をすることで，環境を守ろうとする気持ちや，「できることをしよう」というボランテ

ィアの気持ちへの理解を深める。 

取組の具体的内容『キーワード 小グループで生徒主体』 

・本郷中学校校区，各地域の公園等の施設に拠点を置き，公園等の施設およびその周辺を清掃する。 

・生徒の住所をもとに全校生徒を１２の縦割り班にし，リーダーと担当教員を決める。 

・リーダー会を行い，それぞれの班の中で小グループをリーダーが決め，清掃ルートを決めた。 

・前日に各地域で事前ミーティングをし，清掃グループのメンバー・清掃ルートの確認を行った。 

・当日はリーダーの司会で運営を行い，その場で出来るだけ分別をした。 

・ゴミは教員が学校に持ち帰った。 

取組の課題・創意工夫『キーワード 早期計画早期提案』 

・計画を早くから立てて教職員への周知を早くすればよかった。 

・掃除道具(ひばさみ)を生徒全員分用意した。(購入と他校からの借用で) 

・班の中での小グループや清掃ルートをリーダーに決めさせた。 

 

取組の成果（効果）『キーワード 一人一本で積極的』 

・一人一本ひばさみを持って清掃したことで，積極的にゴミを拾うことができた。 

・地域貢献の意識が高まった。 

・地域の方とコミュニケーションがとれた所もあった。 

・地域の方から，お礼のことばを頂いた場所もあった。 

今 後 の 展 開『キーワード 保護者を巻き込む』 

・今年度はまだ 1 回しかできていないので，活動回数を増やす。 

・参観日等の行事と合わせて，保護者と一緒に活動ができるように計画をする。 

他校へのアドバイス『キーワード 外へアピール』 

・校外で生徒が頑張っている様子を見てもらうことで，地域の方からの信頼を得る。 
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   生徒作文 

 

                     三年男子 

今回のクリーン活動は，多くの場所でゴミがた

くさんあり，寒い中とても大変でした。 

 しかし，ゴミの少ない所もあり，地域の人にき

れいに使ってもらっているなあと感じ，そして自

分たちもきれいに使って大切にしていかないとい

けないと思いました。 

また，落ち葉が多い所もあり，ひばさみの他に

竹ぼうきなども必要だったかなあと思ったので，

次にこのような機会がある場合は，新しい生徒会

で準備等を考えてほしいと思いました。 

 

 

                      三年女子 

 私は，今回クリーン活動でサブリーダーを務めさせていただ

きました。最初は，ちゃんと務めることができるだろうかと思

ったけれど，みんながすぐに指示を聞いてくれたので，スムー

ズに楽しく行うことができました。 

 また，私が担当した地区はゴミが少なかったので，ゴミをポ

イ捨てする人が少ないことがわかったので，うれしかったです。

この調子でどんどん本郷のゴミを減らしていけたらなあと思い

ました。 

 

 

 

 

                      三年男子 

 今年から初めてこのクリーン活動を始めま

したが，僕たちの地域はたくさんゴミがあっ

てびっくりしました。特に，公園などの中で

はなく，車がよく通る道路沿いにたくさん落

ちていました。だから来年は，道路沿いを中

心にそうじをした方がいいなあと思いました。 

今回の活動で，地域の人たちも話しかけて

くれて地域の人たちとの関わりも深くなった

と思いました。また，道路沿いで僕たちがそうじをすることで，車に乗っている人もたばこ

などを捨てなくなるのではないかと思いました。今回，活動をしてよかったです。 


